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概要

➢COVID-19が演劇に対して及ぼした影響を調査した。

➢COVID-19流行に伴って変化した世の中への適応策とは。

➢今後の演劇を振興する方法について、主張を展開する。
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目的

➢COVID-19が流行する前から現在に至るまでの演劇市

場の状況を整理し、振興のための施策を明らかにする。

➢COVID-19が与えた影響の大きさを調べる。

➢今後、演劇を復興させるのであればどうすべきかを提

案する。
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1. 市場規模
2011年～2019年⇒9年間で約1.45倍に拡大

2020年⇒2019年の約1/4に縮小

図１：演劇の市場規模 [7]を参考に作成
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2. 変化した世の中への適応策

A)観劇形態 [2]
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COVID-19流行前

劇場のみ
2020年2月下旬～

オンラインのみ

・生配信

・オンデマンド

2020年6月～

劇場＋オンライン

(=ハイブリッド上演)



2. 変化した世の中への適応策

B)過去作品の配信

➢ COVID-19流行前・・・記録映像は死蔵状態

理由：劇場で楽しまれることを重視する文化の存在 [3]

オンライン配信するにあたっての権利問題

➢ COVID-19流行後・・・記録映像の活用に着手

⇒「ジャパンデジタルシアターアーカイブス」 [1]

(令和２年文化庁文化芸術収益力強化事業)
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2. 変化した世の中への適応策

C)紙のチラシ [4]

➢ COVID-19流行前・・・主催公演ごとに大量印刷

Ex ) ハクジュホール⇒年間５トンの紙を使用

➢ COVID-19流行後・・・情報はSNSで発信、印刷は最低限

効果：公演日程が変わっても変更が容易

使用する紙の削減
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3. 演劇の振興に向けて（主張）

A) 劇場で公演を行う場合

➢観客参加型演劇の上演 ⇒体験価値の向上 [5]

➢内容の理解が深まる配布物 ⇒満足度水準の底上げ [6]

B) オンラインで配信を行う場合

➢次回公演に繋がる内容づくり ⇒顧客の囲い込み

➢オンライン限定コンテンツの配信 ⇒さらなる収益の獲得
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進捗状況、今後の方針

①進捗状況

・予定よりも多くの資料を入手することができた。

・オンライン演劇に関する資料が足りていない。

・進捗率：60％

②今後の方針

・オンライン演劇の評判を調べる。

・実際の事例を基に、演劇の変化についてまとめる。

・演劇に関するニュースをチェックし続ける。
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